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対話による美術鑑賞の可能性

－「旅するムサビ」との共同授業を通して－
准教授 中 川 賀 照

Nakagawa Yoshiteru

要 旨

数年前から、「対話による美術鑑賞」が全国的に注目を集めている。これまで行われてき

た鑑賞授業とは何がどう違うのか。実践してみると、あまりに当たり前のことだったと気

づかされる。今回、「旅するムサビ」として平成20年から全国的な規模でこの鑑賞方法を進

めてきた武蔵野美術大学とコラボする機会に恵まれた。教職実践演習の中で取り組んだこ

れらの内容を報告しながら、この鑑賞方法の今後の可能性について考察していきたい。

キーワード：対話による美術鑑賞、「旅するムサビ」との共同授業、教職実践演習

１ はじめに

数年前、高校美術教員としての31年間の実践を1年かけてまとめ、私設サイト「ガショウさんの美術

教育」http://gasho.jpに発信した。美術の先生方への情報提供と、美術教員を目指す学生へのメッセ

ージを込めている。インターネットは、画像や映像などの表示が容易に行えるため美術関係の提示に

適した媒体である。本学に着任した平成24年度からは、担当している中学校美術教員養成についての

講義内容や研究紀要なども掲載するようにしている。

サイトには、現在も毎日10人ほどのアクセスがあり、公開したことによって嬉しいことに新しい広

がりが起こっている。例えば、北海道の公立中学校教諭 山崎正明氏の「美術と自然と教育と」http:

//yumemasa.exblog.jpに紹介していただいたことがきっかけとなり、帝京科学大学教授 上野行一氏

が中心になって進めておられる「美術による学び研究会」http://artmanabi.main.jp/に参加すること

ができた。この会では、メーリングリストで互いの考えを交流できるフォーラム的なブログも運営さ

れており、全国を拠点として定期的に開催される教育実践発表の場と議論を交わす発言の場となって

いる。これまでの、研究発表大会に見られる形式的なスタイルではなく、自主的に結成された運営ス

タッフにより、それぞれ開催地域で独自の工夫を凝らした独創的な運営が行われている。私も、滋賀

県、東京、大阪、沖縄で行われた大会に参加しながら、毎回新しい刺激を受けてきた。

今回の研究テーマである「対話による鑑賞」は、文科省の研究助成を受け７年間研究されたまとめ

として滋賀県で行われた「鑑賞フォーラム」で知ったことが始まりである。鑑賞の仕方について、そ

の考え方と発想の転換に驚くとともに、既成概念に囚われていた自分に気がついた。若い頃、私はあ

まり美術館に行くことを好まなかった。作品にまつわる様々な情報を、正しく知らなければ良い鑑賞

ができないものと思い込んでいたのだろう。20年前に、新しい鑑賞方法を模索する中で思いついたの

が、映像メディア機器を活用した「名画に飛び込む」という参加体験型の鑑賞方法であった。メディ

アにも取り上げられ一定の成果があったが、この方法においても自由な鑑賞者としての視点に至るこ

とはできていなかった。

http://gasho.jp
http://yumemasa.exblog.jp
http://yumemasa.exblog.jp
http://artmanabi.main.jp/
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今回、全国の学校を行脚しながら「対話による鑑賞授業」を展開する「旅するムサビ」とコラボす

る機会に恵まれた。「旅するムサビ」は、「美術による学び研究会」の主メンバーである武蔵野美術大

学教授の三澤一実先生が、教職を履修する学生たちと一緒に平成20年から続けてこられた活動である。

この研究では、そこに至った経緯や教職実践演習の中で取り組んだ内容などを振り返りながら、今後

の「対話による美術鑑賞」の可能性や教職課程への導入などについて考察していきたい。

２ 研究目的と方法

(1) 全国各地での「対話による美術鑑賞」の実践例

(2) 武蔵野美術大学「旅するムサビ」とのコラボ

(3) 学校訪問での共同授業による成果と課題

３ 研究内容とその結果及び考察

(1) 全国各地での「対話による美術鑑賞」の実践例

私が最初に「対話による美術鑑賞」に興味をもったのは、「美術による学び研究会」滋賀大会（平

成23年８月）であった。翌年、第7回美術鑑賞教育フォーラム（平成24年1月）が文科省教科調査官

が司会者となって文科省の講堂で開催された。また、その後沖縄で行われた「美術による学び研究

会オフ会」inChi-cafe大会（平成24年11月）に参加したが、回を重ねるうちに鑑賞教育の重要性と

この鑑賞方法の必要性を強く感じるようになり、是非本学の教職課程のカリキュラムに取り入れた

いと思ったのである。これまで参加した鑑賞教育に関係する大会や取組を紹介しながら、今後の課

題や問題点を探っていきたいと思う。

ア 「美術による学び研究会」滋賀大会

平成23年８月６・７日、「美術による学び

の輪」をテーマに滋賀県立近代美術館で研究

会が開かれた。この美術館は、図書館や地域

文化センターなどが併設された緑豊かで広大

な敷地の中心部に位置しており、彫刻の道、

子ども広場、夕照の庭など親子連れの姿も見

られるゆったりとした環境の中にある。

この研究大会は、当時高知大学教授の上野

行一氏が平成20年に代表として立ち上げられ

た「美術による学び研究会」によるものであ

る。この自主的な研究会は、美術教育関係者

なら誰でも入会し参加することができる。最

近は、この団体への興味をもつ人達が増え、

他の業種の入会も認めるようになってきてい

る。本音で、しかも熱く討議されるこの会の雰囲気は、他の団体とはまた一味違った自由さと真剣

さがある。

さて、この滋賀大会では４つのフォーラムが企画されていた。フォーラム１「美術部から広がる

輪」では、堺市での美術部実践交流会「アートレセン」の報告があり、これは５年前から実施され
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ている「アートグランプリinＳＡＫＡＩ」の育成システムとして、美術部員間での交流を目的に行

われている。奈良県においても、20年前に「アートグランプリ」が高等学校美術研究会によって立

ち上げられたが、このような他府県との連携も必要であったと感じさせられた。滋賀県、明石市、

福井県などから同じような美術部員間での交流に関する報告があったが、特に「ふくい中学生」県

内中学校美術部合同展の「アートリンピック展」では、運動部の最終目標がオリンピックならば、

アートにもそれがあってもいいじゃないかという発想から立ち上がったと言うから面白い。

フォーラム２「美術館から生まれる輪」では、滋賀近代美術館の教育普及活動について報告があ

り、学校貸出用鑑賞教材「アートゲーム・ボックス」が紹介された。このボックスには、マッチン

グゲーム、ジェスチャーゲーム、キーワードゲーム、お話作りゲーム、かるたゲーム、展覧会作り

ゲームの６つのゲームの要素を取り入れた美術鑑賞教材があり、無料で４週間借りることができる。

それぞれの使い方もビデオで詳細に解説されており、学芸員主任 平田氏からは、この取組の経緯

や「コミュニヶーション活性化のツール」と「言語を介した鑑賞活動」についての問題点や効果な

どの興味深い報告を聞くことができた。

フォーラム３「ひとつの授業から生まれる輪」では、滋賀県の美術教育研究会の取組が紹介され

た。研究会研究部長 堤氏によると、美術の指導方法や目標の設定などについて、会員が何度も検

討を重ねて一覧表にまとめたことや、研究授業ではそれに沿った研究協議が重ねられていることな

どが熱く語られた。ともすると、形骸化しがちな定期的に行われる研究会の研究授業の在り方を考

えさせられる貴重な報告でもあった。

フォーラム４「子どもの絵から見つかる輪」では、前文部科学省教科調査官で聖徳学園大学教授

の奥村高明氏が、たくさんの児童生徒の絵をスライドで映しながら、それぞれの絵の見方について

解説され、パネラーたちがそれについて討議するという具体的で実践的な内容であった。特に、奥

村氏の「児童の絵をなぞりながら見ていくと、多くのことが分かってくる」という指導方法は、大

変参考になった。

発起人である上野行一氏は、会の設立の主旨を次のように述べている。

近年、アメリカやイギリスの教育界ではeducationという言葉が影を潜め、learningという言葉が

多用されてきています。

これは学校教育の場に限ったことではなく、美術館など社会教育の場でも同様の現象だといわれ

ています。同様にわが国でも、「学びの○○○」や「○○○な学び」のように、学び（learning）を

視点とした教育論や授業改革が広まってきています。

教育（education）という言葉にまとわりついた「教師→学習者」という一方通行的な、知識伝授

のイメージを払拭し、教育を学習者の視点から捉え直し再構築するという意味で、学び（learning）

という言葉が流通しているのでしょう。

学習者間の相互作用や共同性、体験や身体性からの育ち、一人ひとりの学びかたや個々に達成さ

れたことなどを重視する学びという視点は、美術の教育においてこそ必要不可欠であると考えます。

たとえば、相互性や共同性の具体的な表れである対話やしぐさに着目した授業分析、個々と集団

における意味生成を充実させる鑑賞や表現のあり方、一人ひとりの育ちや変容の具体的な探究など

が、学びという視点からの研究の焦点といえるでしょう。

1953年に翻訳刊行されたハーバート・リードの『美術（芸術）による教育』（“EDUCATION THROUGH

ART”）は一つの時代を画しました。それから５５年間、わが国の美術教育界ではその時の世相や社

会の動向に敏感に応じながら様々な研究がなされてきました。

それらに敬意を払いつつ、いま私たちはこの名著になぞらえ、「美術による学び」（LEARNING THRO

UGH ART）について研究することを提唱します。

2008年2月23日 上野行一
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イ 「対話による意味生成的な美術鑑賞教育の開発」報告会（第7回美術鑑賞教育フォーラム）

平成24年１月21日（土）22日（日）、文部科学省講堂に於いて、平成21－23年度科研 研究種目

基盤研究（Ｂ） 研究課題名「対話による意味生成的な美術鑑賞教育の地域カリキュラム開発（課

題番号21330204）」の最終報告が、第７回美術鑑賞教育フォーラムの形で行われ、これに参加するこ

とができた。研究代表者は、帝京科学大学こども学部児童教育学科教授の上野行一氏、研究分担者

は一條 彰子氏、国立教育政策研究所教育課程センター・教科調査官の岡田京子氏、前教科調査官で

聖徳学園大学教授の奥村高明氏、武蔵野美術大学教授の三澤一実氏である。

府中市を代表して発表された大杉健氏と武居利史氏の地域カリキュラム府中市プランでは、小学

校低学年でのパブリックアートや触覚や動作による鑑賞授業について、中学年ではデジタル作品の

ファシリティーターによるストーリーの発見について、高学年では写実や心情、自分なりの見方や

感じ方について、また体育館に展示した全校児童の作品（家庭科と合わせて1700点）の異学年間で

の鑑賞（６年生が４年生をガイドする）について、中学校ではワークシートを使ったグループ活動

を、また小中の交流授業では、小学生が「なりきり作品」を保護者に見せ、その後保護者が本物を

美術館で鑑賞する方法や、友達の感想を見てから本物を鑑賞する方法など、様々な研究が行われて

いることが報告された。課題としては、普段の授業の中で楽しく鑑賞できる機会をもてるようにす

る方法や中学校での鑑賞の難しさについて、また美術館では、作品のストックの確保、学校へのア

プローチ、幼小中高大への広がり、教育行政との連携などが挙げられた。

北九州市からは、太田祐司氏、都留守氏、那須孝幸氏らが福岡県北九州市プランについて発表さ

れた。北九州市美術館では7000点の作品の中から鑑賞に適した作品を実践者が選定、美術館からバ

スを出してもらい、子どもたちと話ができて引き出せる学級経営がうまい人達の、小10名、中２名、

高２名、大５名がスタッフとなり、ギャラリートーク「見つめる、感じる、考える」を実施してお

り、子ども達の発達段階に沿えるように次の各点に留意していることが報告された。

小学校低学年 形と色、表し方の面白さ、材料の感じから

中学年 感じたこと、思ったこと、いろいろな材料、形と色との組み合わせから

高学年 表し方、表現の意図や特徴、動き、奥行き、造形的な要素から

中学校１年 美と機能の調和、生活における美術の働きから

２年 自然のよさ、日本の美術のよさから

鑑賞トークでは、前半後半に分けてそれぞれ「広げる」「深める広げる（まとめる）」に重点を置

くようにし、学校で学習指導案があるようにギャラリートーク案を作って模擬トークができたらと

考えていること、またトークの際には次の２つの言葉の使い方に着目し、「何に見えるか」は全体を、

「何が見えるか」は部分を示す言葉と使い分けていること、また鑑賞の仕方では、作品の輪郭を指

でなぞる、近づく、離れるなどの工夫をしているとのことであった。

シンポジウムでは、須玉中学校鷹野氏の司会で、文科省教科調査官の岡田氏や前調査官奥村氏な

どの16名（イラスト）によるディスカッションが行われ、今なぜ鑑賞なのかについて熱心なトーク

が繰り広げられた。

二日目は、「対話によ

る美術鑑賞の現在」とい

うテーマで、全国各地で
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精力的に活動されている５人の方達から報告があった。

一人目の秋田県立高等学校教諭 黒木健氏からは、平成18年度までさかのぼり、教育行政や教育

現場という視点からこの課題に迫り、これまで実践されてきた論理的でバイタリティ溢れる実践報

告であった。私も、同じ高等学校の美術教員ということもあり、この会を通じて親しく交流を深め

ることになった。

二人目の山崎正明氏は、北海道の中学校の先生であるが、学校での美術教育の重要性について自

身のブログ「美術と自然と教育と」http://yumemasa.exblog.jp を通じて、熱く発信してこられた。

学び研の事務局やメーリングリストの責任者でもあり、全国の美術関係者から親しまれ頼りにされ

ている存在である。私も、Webページ「ガショウさんの美術教育」http://gasho.jpを立ち上げたと

き、真っ先に関心を寄せていただき激励していただいた記憶がある。氏のブログからは、日々行わ

れている授業実践の視点から有意義な報告がたくさんあり、それらを今後も引き続き学校で実践し

ていけるように、前回の学習指導要領の改訂の際には中央教育審議官の委員たちに、美術の様々な

実践についてまとめその必要性について訴えられたという。また、次回の改訂の日程とそれに向け

た取組として、私も後に参加することになった「中学校美術Ｑ&Ａ」の立ち上げについて、参席者に

協力が求められた。

三人目の沖縄の宮島さおり氏からは、NPO活動についての報告があっ

た。沖縄では、現中学校教頭前田比呂也氏が、教育委員会指導主事の時

に精力的に推進された鑑賞教育がベースとなり、2009年に「NPO法人ア

ートリンク」が創設した。氏は、現在もアドバイザーとしてバックアッ

プされている。これまで120回を超える学校現場での鑑賞授業をまとめ

た冊子「対話をつなぐ美術鑑賞（育まれる教師と子どもの絆）」（右表紙）

は、学校と児童生徒と教員などのネットワークに主眼をおいた充実した

実践報告集である。特に、地元の複数の作家に関わってもらい、沖縄が

抱えている基地問題などに正面から向き合った実践内容は是非広く全国

に紹介したいものである。

四人目のDIC川村記念美術館の林氏からは、「美術教育サポート」の活動報告があった。これは、

美術館での事前打ち合わせの後、教室で作品画像による鑑賞を行ってから美術館で本物の作品を鑑

賞し、教室に帰って生徒たちに意見交換や感想を聞き合う活動のサポートを美術館が積極的に進め

るというもので、美術館への無料バスの送迎も1999年から行われているという。この活動は、学校、

美術館それぞれのポジションでなければできないことがあるということ、また毎回作品の前でドラ

マが生まれるということなどが印象に残った。

五人目は、文化庁の真住氏が「企画展の視点から」と題しての報告であった。島根県立石見美術

館の「Mite！ね。しまね。」では、コレクション90点の名品を中心に、日本に対話による鑑賞方法を

もたらしたアメリア・アレナスによるスペシャル・レクチャーやトーク・セッションを企画したこ

と、東北大震災の災害支援活動として芸術に親しむ「EASアートキャラバン」で、対話による美術鑑

賞を企画していることなどが話された。

最後に、「テレビメデイアの視点から」では、NHKエディケーショナルの上田氏から、ミィケラン

ジェロの「最後の晩餐」が復元されたことを記念して放映されたNHKの特集で、アメリア・アレナス

に来日してもらい、日本の子どもたちと対話による鑑賞を実演してもらい報道した番組の反応が大

変大きかったこと、「NHK高校講座」やキッズの番組で美術に関する鑑賞などを取り上げていきたい
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という主旨の報告があり、この数ヶ月後、「針金で作ろう」という子ども向け番組で放映された。

以上、対話による美術鑑賞の現状について、全国各地の様子を概観することができた有意義な会

となった。

ウ 「美術による学び研究会オフ会」inChi-cafe大会

平成24年11月３・４日に、沖縄の「ホテルゆ

がふいん」で行われた大会である。

最も印象に残ったのは、米軍基地の網のフェ

ンスが直ぐ横に見える辺野古の海岸に行った後、

名護のビーチに戻って全員が海岸に座り、有名

な沖縄の作家が描いたアメリカの国旗と日の丸

が一緒にたなびく絵画を鑑賞したことである。

参加者による鑑賞が進むにつれ、沖縄で各地

で同様の光景が見られるが、不思議なことに沖縄に住む人達

には、写真を見ただけでどの場所に立っている旗だかが分か

るというのである。背景や空の空気、旗の大きさなどの違い

が微妙に違うらしい。また、この絵を描いた作者も気がつか

なかったことが指摘される場面もあり、興味深い鑑賞会であ

った。この地のこの場所だからこそ見えてくるものがあり、

企画された沖縄のNPO法人アートリンクの綿密な計画に敬意

を表したい。

この団体は、沖縄県立博物館・美術館、沖縄総合教員センター図工美術担当指導主事を歴任された

現那覇市立真和志中学校教頭の前田比呂也氏の助言のもと、2009年6月に設立した。それ以降、沖縄

各地の殆どの学校に出かけ、「対話をつなぐ美術鑑賞」を精力的に進めている。

アートリンク代表の宮島さおり氏は、この鑑賞方法を実践する中で、「終わって気づくのは、対話

式鑑賞法って励まし合い運動だっ！という哲学。毎回ドラマのような驚きと感動、そしてそれはスタ

ートであって未来には予想もしない展開が待っている･･･そんなドキドキ

ってステキでしょう？」と、アートリンクマガジン（右表紙）で述べて

いる。この機関誌は、沖縄文化活性化・創造発信支援事業補助金による

もので、会の運営では様々な事業による補助を積極的に活用し、継続し

た研究になるように尽力されている様子を聞くことができたのも大きな

収穫であった。

大会のテーマにもあるChi-cafeとは、教職員仲間による妄想できるカ

フェのことらしい。悩みを共有できる集まりの場である。「本当に悩んで

いる人は、責任をもてないので来ないでください」という、なかなかざ

っくばらんでユニークな報告であった。

実践発表では、宗像市立日の里中学校教諭 高松真理子氏から、３年生を対象に実施した「ゴッホ

の『ひまわり』を鑑賞しよう」で、絵の中のひまわりを身近な人に置き換えて考えさせる鑑賞方法が、

秋田県立西目高等学校教諭 黒木健氏からは、「教育と美術とICT」の関係を図に示したり、対話によ

る鑑賞を「科学的鑑賞と芸術的鑑賞」の側面から考察されるなど、大変興味深い発表であった。
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エ 「ふくい対話による鑑賞研究会」

この美術鑑賞ハンドブックは、当時福井県坂井市丸岡南中学校教

諭の牧井正人氏が、福井県立美術館の所蔵作品を鑑賞対象として展

開された実践集である。牧井先生は、県教育委員会から「授業名人」

に任命され、「美術による学び研究会」で得た対話による鑑賞のスキ

ルを普及するため、「ふくい対話による鑑賞研究会」を立ち上げ、こ

れまでの実践の成果をまとめ、初等中等教育研究会の奨励事業とし

て助成を受けこのハンドブックを作成された。

ガイドブックでは、これまでの鑑賞授業を概観し、深まらなかっ

た原因を多角視点で考察し、それらを克服する有力な手だてとして

必要と思われる目的や授業の作り方、グループでの進め方、授業者

の心得などについてアドバイスされている。

第三章では、美術館が所蔵している県内の作家６作品を取り上げ、それぞれの鑑賞授業の進め方を

具体例を挙げて詳細に解説している。また、対話によって培った力を更に発展させる題材として、「ど

んな会社の広告なんだろう」などの実践例が３つ紹介されており、充実した内容となっている。また、

付録のDVDにはすぐに授業が進められるように、学習指導案や作品画像も収録されており、全国各地

での活用が臨まれる貴重なガイドブックである。

オ 武蔵野美術大学の「旅するムサビ」

教職課程履修学生たちが中心となって教育現場に出かけ、児童生徒と

関わりながら美術の面白さを実感しようというこの取組は、6年前、東

山大和市立第二中学校教諭 未至磨氏が母校である武蔵野美術大学教授

三澤氏に相談されて実現したもので、右上の冊子は2008年から2010年

の実践を、右下の冊子は2010年から2011年の内容を学生たちがまとめた

ものである。

学生達は、この冊子づくりに随分苦労したようで、編集後記に「仲間

とのぶつかりが、私にとって一番大切な時間であったように思います」

と、ものづくりの大変さとそれを成し遂げた喜びを綴っている

この活動は、これから教員になろうとする学生たちにとって、貴重な

体験となっている。武蔵野美術大学の長い歴史の積み重ねが、この取組

を可能にしたのであろうが、これらの学生たちが教員になり、赴任先で

後輩たちを招くという循環が生まれているところが素晴らしい。この企

画を決意された武蔵美の先生方には、その発想の柔軟さに敬意を表すと

ともに私たちも大いに参考にしたいものである。

旅する武蔵美は、昨年度、京都の４つの芸術大学を巻き込んだ。そし

て今年は奈良県にも足を伸ばしてくれることになっている。長年、奈良

の地で細々と美術教育を続けてきた私には大変嬉しい出来事で、県の美

術教育の活性化の一助となることを期待している。
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(2) 武蔵野美術大学「旅するムサビ」とのコラボ

私が「対話による美術鑑賞」に興味をもち、前述の各大会に参加するうちに、鑑賞教育の必要性と

この研究分野の今後の可能性や広がりを予感した。是非本学の教職課程のカリキュラムの中に取り入

れたいと考えていた時、県教委指導主事 垣内氏から次のような相談を受けた。「旅するムサビ」を

奈良県に呼びたいと考えており、また継続的な取組にして行きたいので県内の大学にも協力してほし

いとのことであった。

丁度、私も教職実践演習の中でこれについて取り上げていきたいと考えていたので了解し、学生た

ちと模擬授業を何度か行ってそれに備えることにした。しかし、平成24年度はその話を進めるには時

期が遅くなったため受け入れ校が見つからず実現しなかったので、学生達は大変残念がっていた。

平成25年度に入り、武蔵美からコラボを進めたいとの話が再びあり、指導主事が県や学校間との調

整役になって進めた結果、７月頃に訪問校が２校見つかった。そして、奈良県図画工作美術教育研究

会が主催、県教育委員会が協賛という形で進むことになった。

以下に、平成24年度から武蔵美とコラボした平成26年１月末までの様子を振り返ってみたい。

ア 平成24年度の本学での取組

10月から「教職実践演習」で始めたことは、耳慣れない「対話による」という言葉の意味や意義の

説明からであった。その後、図版を使った鑑賞、自作品持ち込みの鑑賞など、スタイルを変えて表１

のように５回行った。個々の内容については、平成25年度と重複するので、ここではスケジュールの

提示のみにしておきたい。

表１

回 月日 テーマ 目的 内容等

3 10/15 新しい鑑賞授業の 新学習指導要領で重視され ・アメリア・アレナスの実践を紹介
月 在り方１ ている鑑賞について、新しい ・ティーチャーズ・キットの体験

対話による鑑賞法を学ぶ。
4 10/29 新しい鑑賞授業の ・鑑賞作品を各自1点選択する。

月 在り方２

5 11/5 模擬授業 「対話による鑑賞」について、 ・３班に分かれ、一人15分ファシリテー
月 （対話による鑑賞）ファシリテーター役と鑑賞役 ター役をして鑑賞を進める。

の両方の立場を体験しながら、・評価ポイントに基づいて自他評価す
鑑賞者の主体性を大切にした る。
鑑賞方法について学ぶ。

11 12/17 交流模擬授業 自作品を持って中学校へ出 ・各自、自作品を持参
月 向く「対話による鑑賞」の授 ・各回３名、計６名ファシリテーター

業を想定し、実践力を身に付 ○機会があれば、県内の学校を対象に他
12 12/19 ける。 大学とコラボレーションをする。

水

イ 平成25年度の本学での取組

「教職実践演習」は後期の10月から始まる。前半は、教育実習の事後指導や研究授業で用いた学習

指導案の再検討や発表などに当てるため、11月半ばからの取り組みになった。

表２は、「対話による美術鑑賞」に関連する内容の講義を集めたもので、次にその時の様子を紹介

しながら課題を探っていきたい。



- 9 -

表２

回 月日 テーマ 目的 内容等

5 11/11 新しい鑑賞授業の 新学習指導要領で重視され ※ ファシリテーター → ファ
月 在り方 ている鑑賞について、新しい ※ ティーチャーズキット →ティ

対話による鑑賞法を学ぶ。
6 11/18 作者（宮本三郎）ファ（ 5 ）

月

7 11/25 模擬授業 「対話による鑑賞」について、 作者（ 担当者 ）ファ （ 6 ）
ファシリテーター役と鑑賞役 作者 （ 1 ） ファ （ 13 ）

月 （対話による鑑賞） の両方の立場を体験しながら、 作者 （ 2 ） ファ （ 12 ）
鑑賞者の主体性を大切にした
鑑賞方法について学ぶ。 作者 （ 3 ） ファ （ 11 ）

8 11/29 作者 （ 4 ） ファ （ 10 ）
金 作者 （ 5 ） ファ （ 9 ）

12/7 鑑賞模擬授業 教育実習で学んできたこと 作者（シャガール） ファ （ 13 ）
集中 土 （教職1回生と合同） を後輩たちに伝えるとともに、 作者 （ 6 ） ファ （ 8 ）

3･4限 新しい鑑賞の授業を体験する。

10 12/9 交流模擬授業 自作品を持って中学校へ出 ティ ① ファ （ 12 ）
向く「対話による鑑賞授業」 作者 （ 7 ） ファ （ 1 ）

月 （対話による鑑賞） を想定した模擬授業を展開す 作者 （ 8 ） ファ （ 2 ）
ることによって、実践力を身
に付ける。 ティ ② ファ （ 11 ）

11 12/16 作者 （ 9 ） ファ （ 3 ）
月 作者 （ 10 ） ファ （ 4 ）

ティ ③ ファ （ 8 ）
12 12/24 作者 （ 11 ） ファ （ 5 ）

水 作者 （ 12 ） ファ （ 6 ）

ティ ① ファ （ 9 ）
13 1/20 ティ ② ファ （ 10 ）

月 作者 （ 13 ） ファ （ 7 ）

訪問授業事前打ち 訪問授業が円滑に進められ 武蔵野美術大学三澤一実教授と学生11
14 1/27 合わせ るように、武蔵野美術大学の 名が来校し、本学教職学生13名と事前打

月 学生たちと、授業の進め方等 ち合わせ会及び交流会を行う。
の事前の打ち合わせを行う。

訪問授業 模擬授業で培った力を、他大 本学参加者
1/28 （対話による鑑賞） 学と交流した授業実践によっ 洋画コース 4名

希 月 天理市立山の辺小学 て、さらに深める。 聴講生 1名 計5名
望 校
者

1/29 訪問授業 本学参加者
水 （対話による鑑賞） 洋画コース 4名

宇陀市立榛原中学校 聴講生 1名 計5名

a 第1回目 11/11月 新しい鑑賞授業の在り方１

導入として、これまで行われてきた鑑賞授業について、学生の小中高時代の体験等を聞いていった

が、鑑賞授業自体が大変少なく、補助資料やビデオなどを使って教員が作品を解説するといったスタ

イルが主であることが分かった。さらに、鑑賞の授業が広がらない要因として、時間、準備、選定、

作品提示、美術館、楽しくない、語彙力、話し合い、評価、著作権などがあることも分かった。

次に、対話による美術鑑賞の起こりについて話を進め、「対話」とは誰と誰との対話なのかについ

て考えさせた。生徒と作品はもとより、作者と生徒、生徒と生徒、作者と作品という対話が成立する

ことも実践例の中から紹介していった。

続いて、この鑑賞授業を進めるに当たって、アメリカの提案者アメリア・アリナスが先の上野行一

氏や林寿美氏、逢坂誠二氏、奥村高明氏らと作成したティーチャーズキットを取り上げ、その中で子

どもたちと最初にルールを交わすことを紹介した。それは次の５つである。
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・静かにじっくりと作品を見ること

・言いたいことがあれば、手を挙げて順番を待つこと

・大きな声で、みんなに聞こえるように話すこと

・できるだけ分かりやすい話し方を心がけること

・他の人の発言をよく聞くこと

その後、私がファシリテーター役を務め、シャガールの「私と村」

を「対話による鑑賞」によって行ってみせた。使った資料は、作品

画像を1メート四方に拡大プリントしたもので、今年度ある学生が教

育実習の研究授業で実際に行った際に指導教官に作成してもらった

もので、大きくて見やすいので教育実習での体験を後輩に語る教職

集中講義でも使われた。

ここでは、「ふくい鑑賞授業研究会」の進め方を用いた。それは、

最初に２分間作品をよく観察し、気づいたことをメモに取る。そし

て順に発表させ、発言のポイントを板書しながら、類似の意見をま

とめたり、相反する意見や感想についての考えを比較したりしてい

く方法である。色や形、登場するモチーフなどから多くの推理がな

され、鑑賞が深まっていった。

最後に、作品について私の方から簡単に解説を行ったが、これはファシリテーターが事前に作品に

ついて精通しておくことの重要性について知らせるためで、実際の授業では絵についての解説をなる

べく避けた方がよい。それは、自分で見て、考えて、発表するという行為の妨げになるからで、何か

正解があるのではと思いながら鑑賞すると、発想が広がりにくくなってしまうためである。

b 第２回目 11/18月 新しい鑑賞授業の在り方２

第２回目では、ファシリテーターの役割と考え方、進め方などについて理解するため、アメリア・

アリナスのティーチャーズキットの「授業の進め方」の項を読みながら解説していった。

それは、まず静かに作品を30秒ほど見つめさせ、見たもの心に浮かんだことを「この絵の中で何が

起きているのでしょう」という発問を合図に発言させ、時にはそう思った理由を聞いたり他の子ども

たちに考えさせたりしながら鑑賞を進める方法である。

注意する点として、子どもたちの発言との関連のない質問や特定の考えを引き出そうとしたりせ

ず、ハイやイイエなどの単調な返答になる質問に気をつけることや、これまでの鑑賞でよくある技法

や作者の意図を尋ねることも不適切であることなどが挙げられている。また、途中で子どもたちの発

言を要約したりまとめたりすること、異なる意見の関連性に注目させたり、時にはコメントを付ける

ことも子どもたちの集中を促すために必要であることなどが述べられている。

「旅するムサビ」との共同授業では、ファシリテーターと作者の二つの役割を体験しておく必要が

あると考え、くじ引きを行って表２のスケジュールを組んだ。様々な鑑賞スタイルを体験するため、

スケジュールでは実物の作品、プロジェクターによる投影画像なども体験できるように考えた。

第１回目は、５番の学生がファシリテーター役に決まったので、こちらで準備していた宮本三郎の

作品を使って鑑賞を進めてもらうことにした。

作品は、画集からＡ３サイズに拡大コピーしたもので、二人に１枚ずつ配布した。約25分間での鑑
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賞であったが、作品を黒板の真ん中に掲示し、二人の登

場人物についての発言や意見を左右に分けて書いて対比

させたり、発言個所を矢印で示したりし、突然当たった

にも関わらず機転の利いた工夫が見られた。また、最後

にまとめを要請された学生が、それまでの発言に加えた

洞察が笑いや驚きを誘発する場面などに繋がり、今後の

展開が楽しみとなったスタートであった。

c 第３回目 11/25月 模擬授業（対話による鑑賞）1

今回からは、作者役とファシリテーター役が一組となって25分間ずつ鑑賞を進め、全ての学生が二

つの役割を体験できるように進めていく予定である。

まず最初に、私が作者役を務めた。３年前に作った「前へ」という

テラコッタ作品のエスキースである。三人の鳥らしきものが同じ方向

に向かって進もうとしている姿を作ったものであるが、鑑賞者からは、

最初に「今にも動き出しそう」、「体が筋肉質」、「体は人間で頭は鳥」、

「体の割に翼が小さいので雛のように成長途中を表しているのでは」

等の感想が出た。

ファシリテーターが、「今にも歩き出しそう」という発言を取り上げ、どの辺でそう感じるのかと

いう問いを返し、「前傾姿勢」という発言を導き出したのをきっかけに、作品の方向性に注目が集ま

り、「制作意図は成長している、生きているということを表しており、顔つきが大人びているように

感じるので、大人のようであるがまだ未熟なものが、がむしゃらに目標に向かって前進しようとして

いる様子ではないか」という意見にまとまった。最後に、「なぜ３羽なのか」「なぜ３羽にする必要が

あったのか」という疑問が出、作者に発言が求められた。ここまでで、約20分の経過である。

そこで私からは、数年前に鳥を手がけるようになったきっかけやそのときの気持ち、最初は１羽の

仕草、そこから２羽、３羽、７羽と組作品に発展していったことなどを作品写真を見せながら説明し、

鑑賞が終了した。

二番目は、クラフトデザインの学生の作品である。レ

ザーで半抽象的な心象風景を描写した作品である。Ａ３

のパネルに、様々な染料で染めた皮を張り付けてあり、

作品の中心に大きな目を描写している。皮染めのため、

多くの色を用いているが少し地味な風合いである。

鑑賞者からは、真ん中のリアルな目と周辺の抽象的な

表現との表現方法の違いや、素材の質感や扱いについて

の質問などが出て鑑賞が深まっていったが、鑑賞者の発言をファシリテーターがそのまま文章で板書

していったため時間がかかり間が開く場面が何度もあった。それを見ていて、要約する必要があると

感じたのか、次のファシリテーター役の学生は発言を単語で板書する方法を用いるようになった。

三番目は、人物の石膏頭像である。作者は本校の卒業生で、教職免許を取得するため聴講生として

来ている。作品は、数ヶ月前に他の大学で制作したものだ。二十代前半の女学生がモデルで、髪を後

ろで縛り、いかにもスポーツが好きな元気で明るそうなモデルの表情を捉えた作品である。

鑑賞者からは、「運動部に所属しているのではないか」「横顔と正面で印象が違って見える」「年齢
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は若いようにも見えるし、少し年配にも見える」等の発言が出た。

作者は、日本画が専門だったので、塑像を作るのは初

めてであったこと、石膏取りは15回の授業の後、夏休み

に希望者と一緒に行ったこと、自分の作品に対するみん

なからの感想に興味をもったことなどを述べた。

今回出た作品は、私のものを除いて、学校の課題とし

て制作されたものだったので、作者の意図や心情などを

深める対象にはあまり適していないことや、作者が目の

前にいるので気を遣って褒める傾向が見られるなど、課題がいくつか残った。

d 第４回目 11/29金 模擬授業（対話による鑑賞）2

今回は、平面の３作品を各25分間で行うことにした。

一番目は、20号の風景の油彩画である。短大の近くの

御陵池をモチーフにして遠近感のある構図で描かれてい

る。鑑賞場面では、描かれた季節や時間などについての

発言が多くあり、全体の少し暗めの重い雰囲気から５月

の梅雨頃という予想や、作者自身の心境がそのような状

態にあったのではないかという意見も出た。作者からは、

そのころ特に悩んでいたのではないが、丁度１回生の５月頃、風景画の課題で場所を探していたとこ

ろ、故郷の景色と雰囲気が似ていたのでこの場所を選んだことや、岸の木々が湖面に倒れかけていた

形に惹かれて描いたことなどが語られた。

二番目は、デザインコースの作者で女の子がサイダー

を飲んでいる写真が入ったパネル貼りのポスターである。

画面中央に大きく、英字タイプの白文字と黒文字で「so

rry,me」と入っている。鑑賞者からは、夏の爽やかな色

合いの組み合わせについてや、何箇所にも入っている文

字などについての推測がなされた。

作者が横にいるが、自由な鑑賞の場として雰囲気を壊

さないように、どんな発言が出てもじっと表情を変えずに立っていたのが印象的であった。ファシリ

テーターが、発言を文章で板書したため時間がかかり間が開いてしまう状態が何度かあった。いかに

鑑賞者の発言をうまくまとめていくかが課題となった。

三番目は、10号の静物画の油彩画である。テーブルの

上に、白い皿と水の入った透明のビニール袋５つが端を

結ばれて置かれており、その中の袋の１つはテーブルに

ぶら下がっている。全体的にブラウンを基調にした淡い

色調で仕上げられており、鑑賞者からはビニール袋に入

った水の描写の仕方や袋に写り込んだ描写に関する発言

が多く聞かれた。また、一部未完成に思われる点などについての質問があり、作者からは実験的な試

みをしたかったこと、そしてその時の心境が語られ、敢えて未完成の作品を持参したことなどが明か

されることになった。
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e 第５回目 12/7土 鑑賞模擬授業（教職1回生と合同）

２回生の介護等体験３人の発表及び３班に分かれた１・２回生の交流会の後、２タイプの「対話に

よる鑑賞」を実施した。

一番目は、シャガールの「私と村」である。これは、

教育実習の研究授業で実際に使われたもので、今回は１

回生11名を対象に行った。第1回目の模擬授業の際に私が

例として取り上げた時と同じように、最後にファシリテ

ーター役が作品の解説までしてしまい、例示の難しさを

思い知らされることになった。

二番目は男子学生の作品で、洗面台の水道の蛇口から少しずつ流れる水を細密描写した油彩画であ

る。最初は、巧みな描写に話題が集中したが、そのうち、これがトイレの中ではないかということに

なり、何故この場所を選んだのだろうかと作者の心理に迫っていった。作者からは、作品を描いた時

の心境や静かで人が来ない場所を選んだこと、節水のために水を描写する時だけ流したことなどが語

られた。

２つの鑑賞が終わり、まとめを兼ねて一回生に小学校

から高等学校までに受けた鑑賞授業について尋ねた。11

名中３人が既に高等学校でこのような授業を受けており、

熱心な先生方が既に取り組み出されていることが分かっ

た。また、この模擬授業を受けた感想を聞いたところ、「他

の人の意見の影響を受け、見方が深まった」「いろんな見

方をしても良いのだと気づいた」など、効果的な反応を見ることができた。

f 第６回目 12/9月 模擬授業（対話による鑑賞）３

前回の鑑賞者の振り返りから、ファシリテーターとしてみんなの発言を分類したり、まとめたりす

ることの難しさについて記述されたものがあった。そこで、上野行一氏が「対話による鑑賞教育」（中学

校美術教師のためのガイドブック）Vol.2の第３章授業のポイントで述べている点について、毎回冒頭で取

り上げていくことにした。

今回は、次のように「発言に対する心構え」についてであったが、メモを取りながら熱心に聞く様子

を見て、学生達が差し迫った課題になっていたことに気づかされた。

１ 発言に対する心構え

・発言を引き出す上手な聞き方 「うなずき」「ミラーリング」「繰り返し」

・意見をほめる

・小まとめ

続いて、ティチャーズキット①小学校低学年用の中か

ら、トム・ウェッセルマンの「浴槽コラージュ」を鑑賞

した。このキットは、DVDをパソコンに入れて再生し、プ

ロジェクターでスクリーンに投影する方法で行う。スク

リーンの前の電気だけを消し、鑑賞者の発言を板書でき

るようにした。作品は、人物や風呂タブがコラージュさ
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れ、実物のカーテンが貼り付けられており、カラフルな色で色面構成された油彩である。泡立ったバ

スタブにつかりながらレトロな受話器を持って電話をかけている女性の姿からは、20世紀後半のアメ

リカの生活を想起させる。

鑑賞者からは、この絵は日常にないカラフルな色の組み合わせで描かれており、少ししんどくなる

という感想や、コラージュ技法についての話題などが出た。ティチャーズキットは、３作品を１セッ

トにして鑑賞を進めるように作られているが、時間の関係で１枚だけの鑑賞になってしまったので、

３作品を通した時の鑑賞者の反応を見てみたい衝動に駆られた。

二番目は、日本画コースの作品で、一人の男子立像で

ある。鑑賞者の最初の発言が「この男性はイケメンだと

思う」というものだったので、大きな笑いが起こった。

その後、描写場所や季節などが話題になったが、最後

に作者が明かしたモデルについての話が驚きの内容であ

った。卒業制作の絵のモデルを探していたところ、通学

電車の中で好みのイケメン男性を見かけ、思い切って声

をかけて頼んだのだという。男性は、他大学の４回生で教員を目指しており、採用試験に合格したの

で来年度から務める予定で、それまでは時間があるのでモデルを引き受けてもよいということにな

り、３回来てもらったという。鑑賞者の発言が見事に的中し、みんなが驚いたのであった。

三番目は、クラフトコースの作品で、四角いオレンジ

色の箱の上に、銅版をたたき出して作ったと思われる半

球形の物体が乗っており、その裏面と四角い箱の表面に

は繊細な模様が糸を貼って描かれている。

鑑賞者からは、フォルモ粘土で作られた立方体の箱と

銅版で作られた球体との対比、質感などについての話題

が多く出された。銅版をたたいて絞ったことがある学生

は、その難しさに触れ作者の労をねぎらった。

作者からは、キノコを想定して作ったが、上と下の材質の違いに関連性をもたせるために糸を貼り

付けたこと、上の蓋を開けたときに色の変化とその糸の模様が出てくる驚きを狙ったことなどが語ら

れた。このように、実際に手に取って裏側を見たり、違った組み合わせを試みたりすることができる

点が、実物の良さである。

g 第７回目 12/16月 模擬授業（対話による鑑賞）４

まず冒頭で、次の授業のポイントについて解説した後、三組の鑑賞を進めた。

２ 三つの原理

・〔受容〕発言を受容すること

・〔交流〕発言から対話を組織化すること

・〔統合〕発言の向上的変容を促すこと

一番目は、ティチャーズキット②小学校高学年用の中から、トニー・アウスラーの「ピンク」と斉

藤真一の「さすらいの楽師」である。「ピンク」は、蛙のようなシルエットのスクリーンに、女性の

目と唇だけが大写しになった少し不気味な作品である。最初の一言は、「とにかく気持ちが悪い」で
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あった。その後、様々な意見が出たので一端みんなの意

見をまとめることになり、女性が自分の欲望に駆られて

行動することへの警鐘ではないかというところへ落ち着

いた。もう一枚の「さすらいの楽師」は、右の写真にも

あるように、水車小屋が遠くに見える草原で、バイオリ

ンを脇に挟み、傘を杖のようについた青い顔をした人物

が、うなだれて立っている姿であった。感想が活発に出

て鑑賞が進むにつれ、人物を取り巻くオーラや帽子に見えた触覚のようなものに気づき、死の予感、

宇宙人ではなどと、どんどん推理は広がっていった。

二番目は、洋画コースのパノラマのように横に長い100

号の風景を描いた油彩である。二つの道が中央からダイ

ナミックに分かれ、その間には厚みのある稲穂の固まり

が描かれ、そのあぜ道には鮮やかな赤色の彼岸花が咲い

ている。

鑑賞者からは、この道の意味についてや、自分の故郷

にも似た景色があるなどの感想が出された。芸大生らし

く、樹木の描写の違いについての指摘があり、作者から実はこの作品は卒業制作のために現在制作中

で、みんなの感想を参考にしてから描き進めようしていることが明かされた。また、この風景は、明

日香にある２つの道をベースにして他の風景を組み合わせて描いたという。作者が側にいるので、自

然と作者に聞きたいことをまとめる方法をファシリテーターが取るように変化してきた。

三番目は、洋画コースの100号の油彩画で、下町らし

い風景が描かれている。これも絵の具が乾いていないと

ころを見ると、制作中のようである。この絵から感じる

匂いについて話題が弾んだ。暖かい空気感のする色調か

ら、サンマを焼く匂いや暖かい日差しに干した洗濯物の

匂いなどのいい匂いがするという感想が多く出た。

「この道は女子高校生の通学路のような気がする」と

言った学生がいたが、この画面の直ぐ右後ろに本当に女子校があるということが分かって驚いた。こ

の学生は、以前にも「このモデルはイケメンのような気がする」と当てたことがあり、絵から情報を

感じ取る力、感性の鋭さに驚かされるし、それを共有できる点がこの鑑賞方法の良さでもある。

h 第８回目 12/24月 模擬授業（対話による鑑賞）５

次の授業のポイントについて解説した後、三組の鑑賞を行った。

３ 対話の組織化
・「ひろげる」自由な発想から対話を始める、拡散的な質問をする、意見を全て認める
・「ふかめる」意見の差異を話し合わせる
・「まとめる」意見をまとめる（断片的な意見を関係づける）

４ 発言の分類のしかた
・表象された対象 ⇔ 見たこと
・誘引された感情 ⇔ 感じたこと
・表出された世界 ⇔ 考えたこと
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一番目は、ティチャーズキット③中学校用の中から、

古賀春江の「海」とピエール・ド・シャヴァンヌの「幻

想」である。

「海」は、全体にセピア色から昭和初期を感じさせ、

アメリカの自由の女神のポーズを取った水着の女性や内

部が透けて見える潜水艦と工場の絵からは、急速な科学

の進歩、経済成長と人との関わりについて問いかけてい

るように思われる。鑑賞者からは、制作年代や時代背景についての発言が多く出された。

「幻想」は、裸婦の後ろ姿と、その息子と思われる男の子が花を摘んでブーケを編んでいる作品で

ある。後ろで嘶いているのはペガサスであろうか。よく見ると、女性の手からペガサスの首にツタの

ようなものが伸びペガサスを沈めようとしているようだ。そこに物語を感じ神話の一場面を連想した

り、登場人物とペガサスとの関係を黄泉の国と結びつけたりするなど、ストーリーに関する発言が多

く見られ、人物が登場することによって物語を思考する傾向が起こることが分かった。。

二番目は、洋画コースの作品で風景の油彩画である。

夕焼けに染まりかけた空を背景に、逆光で浮かび上がる

電信柱が二本揺れるように立っている。鑑賞者からは、

描かれた時間帯や描写方法についての感想があり、画面

左下に並ぶ明かりのようなオレンジ色に話題が集中した。

興味深かったのは、誰かの「電車の窓かな」という発

言がきっかけになり、それに対する様々な意見が出るの

はよいのだが、話題がそこから抜け出せなくなったことである。「電車だとすると、構図的に問題が

ありそうなので、建物ではないか」と私の方から別の観点に誘ったのだが、発言によっては強い影響

力があり、その際はファシリテーターの適切な舵取りが必要だと感じたのである。

三番目は、クラフトコースの作品で、銅版のたたき出

しに熊のイラストとレタリング風の文字が刻まれている。

作者は熊が好きで、これまで何度もそれをモチーフにし

て制作しているようだ。鑑賞者からは、「かわいい」とい

う言葉が連発され、それがあまりに繰り返されるので、

言葉の広がりのなさに物足りなさを感じた。銅版や真鍮

板などの素材について、またたたき出しや腐食等の技術、

製作行程などへの関心が高く、特に洋画や日本画、デザインの学生からは未体験の造形技法に対する

興味が尽きないようであった。

i 第９回目 1/20月 模擬授業（対話による鑑賞）６

最後の授業のポイントは、「対話の舵取り」である。これは、鑑賞授業だけでなくＨＲなどでも有効

な指導方法であると考えられる。その後、模擬授業最後となる三組の鑑賞を行った。

５ 対話の舵取り
・「ならべる」「くらべる」「立場をかえる」「つなぐ」「わける」「ゆさぶり」「もどす」

一番目は、ティチャーズキット①小学校（３・４年生）の中から、グスタフ・クリムトの「オイゲ
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ニア・プリマフェージの肖像」と小谷元彦の「ドレイプ」

である。

「オイゲニア・プリマフェージの肖像」は、クリムト

の特徴でもある金色を背景に、中年の女性が装飾的で色

彩豊かな服を着て立っている絵である。背景右上の和様

のモチーフや、背景の中程から下に床と壁の境界を感じ

させる描写などへの発言があった。日本的な匂いも感じ

るという発言によって、服の中にちりばめられた四角い城と赤い丸が日の丸のように見えてくるから

不思議である。他人の発言に影響され、見方に変化が現れていく面白い体験例となった。

「ドレイプ」は、襞の多い大きい赤いスカートのようなものの真ん中に、裸の女性が後ろ向きに入

っている写真で、木に赤い漆を塗ったもののようであるが、何ともくどい赤が使われているので、不

気味だとか、グロテスクだという感想と、逆にこんな雰囲気の作品が好きだという感想の二つに分か

れた。これだけ好き嫌いが分かれる作品も無かったので、人によって美に対する感覚や好みが大きく

違うことがあるということに気づかされた作品となった。

二番目は、ティチャーズキット②中学校用の中から、

マーク・タンジーの「ド・マンを問いただすデリダ」と

戦場写真家ロバート・キャバの「崩れ落ちる兵士」であ

る。

「ド・マンを問いただすデリダ」は、妖気漂う崖の上

で、二人の男が両手を取り合って何かをしている。鑑賞

者からはダンスをしているようだとか、何かもめ事があ

ったのではないかとストーリーを考える発言が多くあった。よく見ると、崖に多くの文字が書かれて

いるようで、これは小説の一場面ではないかとか、ＣＧかもしれないと連想が広がった。

「崩れ落ちる兵士」は、高原で一人の男の兵士が打たれたようにライフルを落としそうになっての

けぞっている姿の写真である。これは本当に撃たれたのか、観光に来ていて撃たれたまねをしている

だけかもしれない、男の首からかかっているポシェットは女性ものだから、写真は奥さんが撮ったの

ではないかという推理も出た。顔と手のトーンの違いから、顔にストッキングのようなものをかぶっ

ているのではなど、一つの写真でも様々な見方になることが興味深い。

三番目は、日本画コースの植物画である。本学の日本

画の指導では、モチーフを何度もデッサンし、その中か

ら形を選び出し、再構成するという手法が中心に取られ

ているようで、作者の色や形のイメージの構成が画風と

なっている。洋画コースでは、写実的表現が本学の主な

指導方法となっているので、この作品に対する発言にお

いても、両コースでの物の捉え方の違いが見られた。描

画材の違いだけでなく、モチーフの捉え方や表し方の違いが鑑賞の仕方にも現れるのである。

考えてみれば当然のことだが、自身の体験や経験に基づいて鑑賞が行われている証拠であり、この

鑑賞を通じて、日本画と洋画の空間やモチーフ、主題の扱い方の違いに初めて気がついたという学生

の発言が印象深かった。
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ウ 「旅するムサビ」との共同授業 事前打ち合わせ 1/27月 本学1-4-2 16:00

昼過ぎに武蔵美の一行が到着した。天候も良かったので打ち合わせまでの間、レンタサイクルで岡

寺や飛鳥寺の散策に出かけられ、明日香を満喫された。

打ち合わせでは、自己紹介の後、武蔵美のリーダーの

進行で二日間の進め方や役割の確認が行われた。

旅するムサビは、「対話による鑑賞」を通じて、学生の

資質の向上を目指して行われており、今回のコラボでも

互いの学生のリーダーが連絡を取り合いながら、訪問校

の先生との連絡調整も殆ど学生たちが行った。私は、本

学のリーダーを通じて進行の様子などを知り、必要に応じて資料などをプリントして関係者に配布す

る程度の関わりに留めた。

今回参加した武蔵美の学生は、１回生から４回生、卒業生もいるということで幅が広く、原則自費

（今回は、三澤先生が大学側と交渉し半額援助）らしく、単位の

認定もなく完全に自主活動にしているとのことであった。それだ

けに、参加者からはこの体験から何かを得たいという熱意が感じ

られた。これらのことから、本学においても基本的には自主参加

にすることが望ましいだろうと考えた。

表３は、榛原中学校の３限目の役割分担表である。実際にファ

シリテーターの進め方を確認するため、三班に分かれ、本学生の

作品を使って模擬授業が行われたが、教職実践演習で進めてきた

方法と殆ど同じであることが確認できたので学生たちも安心した

ようであった。

最後に、三澤先生自らがファシリテーター役となり、作品を前

にして鑑賞者の発言の取り上げ方や深め方などを具体的に示しな

がら教授されていった。学生たちは、その巧みな話術に引き込ま

れ鑑賞の世界に浸っていた。

表３

榛 原中 学校 （ 鑑 賞 ロ ー テ 表 奈 良芸 5名 ム サ ビ 11名 ） 3限 目

生徒グ ファシリ 鑑賞作品 鑑賞作品
ループ テーター 1の作者 2の作者
1 G A B

2 H B C

3 I C D

4 J D E

5 K E F

6 L F A

撮影 MN タイムキーパーOP

鑑賞使用作品A-F
※青は奈良芸、薄茶はムサビ
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エ 「旅するムサビ」との共同授業 １日目 1/28火 天理市立山の辺小学校

※部分掲載 図画工作科学習指導案

平成２６年１月２８日(火) 第５・６校時
天理市立山の辺小学校体育館
児童数 ２６名（第６学年）

４５名（第５学年）

１ 題材名 話し合ってつなげよう！ 私とあ･な･た 〈Ｂ鑑賞(1)〉

２ 題材について
図書室前廊下にモナ＝リザの複製画がある。これは以前に寄贈されたものをある先生が手持ちの額に入れて飾っ
てくださったものである。ある日の下校時に図書室前を通ると、その絵の前で、何人もの子どもが入れ替わり立ち
替わり話をする様子が見られた。
・・・（略）・・・
対話による鑑賞は、この願いに寄り添い、カウンセリングに近い手法で、児童の発言を促し、対話を進行させる

ものである。このような理念に基づき、武蔵野美術大学の学生が主体的な活動として全国各地の学校を訪れ、対話
による鑑賞等を展開しており、今回、彼らの協力を得ることができた。学生の本物の作品を見つめ、自分の感性を
働かせて感じたことを話し合うという言語活動を通して、児童の鑑賞の能力を高めたい。

３ 学習の目標
・学生の作品を鑑賞する活動を通して、作品のよさや美しさ、面白さなどを感じ取ろうとする。

（造形への関心・意欲・態度）
・感じたことや思ったことを話し合う活動を通して、作者による表し方の違いや特徴、表現の意図などをとらえる。

（鑑賞の能力）
・・・（略）・・・

６ 学習計画（全２時間）
(1) 授業のねらいを把握し、ファシリテーターと共にグループで鑑賞する。・・・・・(１時間)
(2) 各グループで関心のある作品を自由に鑑賞し、感じ取ったことをまとめる。・・・(１時間)

・・・（略）・・・

８ 指導と評価の計画
時間 児童の活動 指導上の留意点と評価（○指導、☆評価）

導入 ５分 本時の学習のめあて
を理解する。

○絵の見方に正解や不正解はないことを伝える。
○自分の感じたことしっかり伝えると同時に、友達が感じた
ことをしっかり聞くよう伝える。

展開1 40分 ファシリテーターと ○一人一人の児童が自分の思いがもてるように、作品を見つ
(20×2 共に、グループで作 める時間を十分に確保する。
作品) 品鑑賞する。 ○最初は開かれた質問で、自由に発言できる雰囲気をつくる。

学年ごとに９グルー ○自由な発言から、〔共通事項〕に示した形や色などに注目
プに分かれる。 させ、自分のイメージをもって作品のよさや美しさに気付

けるように留意する。
☆友達や作者と話し合ったりしながら、作品のよさや美しさ、
面白さなどを自分の思いをもって感じ取ろうとしているか、
児童の様子から評価する。

（造形への関心・意欲・態度）
休み 10分 自由鑑賞で鑑賞した ○限られた時間を有効に使い、積極的に鑑賞し、作者や友達

い作品を選ぶ。 と話し合うことを通して、作品に対する見方を広げるよう
伝える。

展開2 32分 関心のある作品を個 ○一人一人の児童が自分の思いがもてるように、作品を見つ
(10×3 人で自由鑑賞する。 める時間を十分に確保する。
作品 ○最初は開かれた質問で、自由に発言できる雰囲気をつくる。
移動時 ○自由な発言から、〔共通事項〕に示した、形や色などに注
間1分) 目させ、自分のイメージをもって作品のよさや美しさに気

付けるように留意する。
まとめ 13分 授業から感じ取った ○自分が興味をもった作品のよさや美しさなどを、自分なり

ことを伝え合うとと に感じたことを話せるようにする。
もに、自分の感想を ○授業の感想をワークシートにまとめてくることを伝える。
まとめる。 ☆形や色などの造形的な特徴をとらえ、学生の作品のよさや

美しさ、面白さなどを感じ取っているか、児童の様子やワ
ークシート等から評価する。（鑑賞の能力）

・自分の見方で、作品のよさや美しさ、面白さなどを味わおう。
・みんなで話し合って、作品の見方を広げよう。

・すすんで鑑賞し、すすんで話し合って、よさや美しさなど感じ取り、作品の見方を広げよう。
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展示した作品の一覧 奈良芸の作品（4,5,6,7,11）

１ ２ ３ ４

５ ６ ７

８ ９ 10 11

12 13 14

15 16 17

18
19
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当日は、９時に小学校前に集合し荷物を置いた後、早速体育

館に作品を展示した。奈良芸の作品は、私が軽トラで運び、武

蔵美の分は郵送と手持ちで運び込まれた。参加学生のほぼ全員

が自分の作品を出展したが、この鑑賞を進めるに当たり、事前

に運搬方法を考えておく必要があると感じた。右の写真は、学

生達が作品の配置等の確認を行っている様子である。

実施前日に小学校から提案があり、２限目に鑑賞前に顔合わ

せも兼ねて学級に入り込むことになった。急遽どのように進め

るかが話し合われ、自己紹介の名札作りで交流を深めることに

なった。学生５名ずつが、５年生２クラス、６年生１クラスに

入り、グループに分かれて思い思いの名札を作った（右写真）。

クラスによって随分児童の反応が違い、次の鑑賞授業に結びつ

けようと必死でとけ込もうとする学生の姿が見られた。

右の写真は、午後の本番までの１時間を使い、三澤先生が事

前指導されているところであるが、興味をもった児童たちが、

学校の休憩時間に体育館に集まり、並べられた作品に群がって

いる様子が後ろに見える。もう既に鑑賞が始まっているのであ

る。その姿を横目に、現地での模擬授業が実施された。いよい

よ本番とあって、学生たちの表情も真剣である。

２回の練習の後、休む間もなく学級に入り、給食を一緒に食

べることになった。児童と更に交流を深めようということであ

るが、ちなみに学生たちは、手弁当である。

さて、いよいよ本番。授業は前掲の学習指導案に基づいて進

められた。まず最初に、これまで山の辺小学校で中心になって

いただいた池田先生から授業の主旨について説明が行われた。

そして、武蔵美のリーダーの河野さんから、テーマ「話し合っ

てつなげよう」と３つの鑑賞のポイント「よく見よう、思いつ

いたこと発見したことを言葉にしよう、人の意見に耳を傾けよ

う」が説明された後、９つのグループに分かれた児童たちはフ

ァシリテーターに導かれて最初の作品の前に集まった。

展開１では、１回20分の鑑賞を２作品で行い、その後10分間

で自分の好きな作品を自由に鑑賞することになる。展開２では、

１回10分、計３回自由に作品を選び、作品の前にいる作者に質

問をしながら鑑賞するという方法である。子どもたちは元気よ

く自分の発見したこと、思いついたことを次々と言葉にした。

５時間目の最初の鑑賞では、午前中の学級の入り込みや共に

給食を食べたことが妨げとなったグループもあったようだ。学

生と児童が親しくなり過ぎて、緊張感を欠いてしまったようで、

児童が作品に集中できない様子が見られた。

しかし、時間が経つにつれ、鑑賞の仕方に慣れてくると子ど
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もたちの集中力も増し、深い内容の発言も出るようになってい

った。今回は、武蔵美が抽象的な傾向、奈良芸が具象的な表現

の傾向の強い作品であったが、子どもたちの反応には特に大き

な違いは感じられなかった。これらのことから、見て感じたこ

と、気づいたことを中心に進めていくこの鑑賞方法は、小学校

高学年の児童に抽象作品を鑑賞する機会として用いると効果的

であると考えられる。

２時間にわたる鑑賞を終えた児童たちの顔からは、充実感と

新しい見方を獲得した喜びで一杯の笑顔であった。終了後に図

書館で行われた全体会では、担任の先生から普段の子どもたち

の様子と違い、非常に集中して考え発言していたとの感想を聞

くことができた。

学校の意向で、今回の取組は正式には公開されなかったので

あるが、数少ない参加された先生方の中から、今回の鑑賞方法

を見て児童生徒の活発な発言や反応に驚いたという感想や、吉

野の小学校の二人の先生から、刺激の少ない僻地の子どもたち

に是非このような機会をもたせたいので来てもらえないかとい

う要請の発言もあり、充実した中で1日目が無事終わった。

オ 「旅するムサビ」との共同授業 ２日目 1/29水 宇陀市立榛原中学校

当日は８時30分に集合し、会議室で一日の流れを確認した。

今日は２年生４クラスが対象である。昨日と違い、各クラス

１時間ずつの全体説明の後、ファシリテーターと共にグループ

で15分を二回と12分の自由鑑賞の予定である。

昨日は、小学生ということもあり、児童が活発に発言する様

子が見られたが、思春期真っ只中の中学生はナイーブなので発

言を引き出すことが難しいと予測される。

体育館に作品を展示し、学生間での模擬授業を行った。三澤

先生から適切なアドバイスが所々に入る。学生たちは、今日の

生徒たちとの対話がうまく進められるか心配しながら熱心に模

擬授業に臨んでいた。

榛原中学校は、今回最も中心になってこの鑑賞授業の推進役

を果たされた垣内指導主事の母校でもある。また、偶然である

が現在美術を担当されている北山先生は、奈良芸術短期大学の

卒業生でもある。

さて、いよいよ３時間目第１クラスの始まりである。武蔵美

のリーダーから、今日のテーマ「見て、感じて、伝え合おう

～対話による鑑賞～」の主旨と三つの鑑賞ポイントが示された。

６～７人のグループに分かれた生徒たちは、ファシリテーターに誘導され、それぞれの作品の前に散

らばっていった。
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※部分掲載

美術科学習指導案

平成２６年１月２９日（水) 第２学年
宇陀市立榛原中学校体育館

１ 題材名 見て、感じて、伝え合おう ～対話による美術鑑賞～ 〈Ｂ鑑賞(1)〉

２ 題材について
美術の時間の作品制作では、大半の生徒はよりよい作品をつくろうと意欲的に、工夫を凝らして真

剣に制作に取り組んでいる。しかし、鑑賞の授業になると、美術への関心が低い生徒だけでなく、意
欲的に作品制作をしていた生徒まで、消極的になるように感じる。生徒からは、「つくったり、描い
たりする方が楽しく、美術に関する知識などは将来必要ないのでは」という声も聞かれ、生徒は、作
品についての解説や作家のエピソードなど美術史的な知識を覚えることが鑑賞の授業であると捉えていることが伺
える。
・・・（略）・・・
このような理念に基づき、武蔵野美術大学の学生が主体的な活動として全国各地の学校を訪れ、対話による鑑賞

等を展開しており、今回、彼らの協力を得ることができた。学生の本物の作品を見つめ、自分の感性や想像力を働
かせて感じたことを話し合うという言語活動を通して、生徒の鑑賞の能力を高めたい。

３ 学習の目標
・作品の造形的な特徴、よさや美しさ、作者の心情や意図、表現の工夫などに関心をもち、友達や
作者との対話を通して、主体的に感じ取る。 （美術への関心・意欲・態度）

・作品の造形的な特徴などから作品全体の感じ、よさや美しさ、作者の心情や意図、表現の工夫など
を感じ取り、自分の価値意識をもって味わう。 （鑑賞の能力）

・・・（略）・・・

８ 指導と評価の計画
時間 生徒の活動 指導上の留意点と評価（○指導、☆評価）

導入 ５分 本時の学習目標を理
解する。

○作品の見方に正解や不正解はないことを伝える。
○限られた時間を有効に使い、積極的に鑑賞し、作者や友達
との対話を通して、作品に対する見方を広げるよう伝える。

展開１ 30分 ６～７人のグループ ○一人ひとりの生徒が自分の思いがもてるように、作品を見
(15×2 に分かれ、ファシリ つめる時間を十分に確保する。
作品) テーター（※１）と共に、○最初は開かれた質問 （※２）で、自由に発言できる雰囲気をつ

グループで鑑賞す くる。
る。 ○自由な発言から、〔共通事項〕に示された形や色彩、材料

などに注目させ、自分のイメージをもって作品のよさや美し
さに気付けるように留意する。
☆友達や作者との対話を参考にしながら、作品のよさや美し
さ、作者の心情や意図などを自分の思いをもって感じ取ろ
うとしているか、生徒の様子から評価する。

（美術への関心・意欲・態度）
展開２ 12分 関心のある作品を個 ○一人ひとりの生徒が自分の思いがもてるように、作品を見

人で自由鑑賞する。 つめる時間を十分に確保する。
○最初は開かれた質問で、自由に発言できる雰囲気をつくる。
○自由な発言から、〔共通事項〕に示された形や色彩、材料
などに注目させ、自分のイメージをもって作品のよさや美
しさに気付けるように留意する。

まとめ ３分 授業から感じ取った ○自分が興味をもった作品のよさや美しさなどを、自分なり
ことを伝え合うとと に感じたことを話せるようにする。
もに、自分の感想を ○授業の感想をワークシートにまとめてくることを伝える。
まとめる。 ☆作品の形や色彩などの造形的な特徴をとらえ、学生の作品

のよさや美しさ、作者の心情や意図などを自分の思いをも
って感じ取ろうとしているか、生徒の様子やワークシート
等から評価する。（鑑賞の能力）

※１ ファシリテーター…会議やミーティングなど複数の人が集う場において、議事進行を務める人

のこと。中立な立場を守り、参加者の心の動きや状況を見ながら、プログラムを進行していく人。

段取り・進行・プログラムを鑑みながら、問題の解決や合意の形成に導く役割をする人。

※２ 開かれた質問…カウンセリングにおける質問技法の一つ。円滑なコミュニケーションを促すた

めの会話術や、コーチング等で取り上げられる。

・・・（略）・・・

・自分の見方で、作品のよさや美しさ、面白さなどを味わおう。
・みんなで話し合って、作品の見方を広げよう。
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観察していると、ファシリテーターの導き方が少しずつみ

んな違う。最初にじっくり見させてそれぞれの感想を発表さ

せ、それを深めていくという大筋は同じであるが、作品の種

類や大きさなども違うので、近くによってじっくり観察して

みる、距離を取って全体を眺めてみるなど、また見る時間の

取り方も様々であった。自分が最も進めやすい、あるいは生

徒の発言を引き出しやすいだろうと思われる方法を各自が工

夫している。前回はうまくいったのに、同じ方法では生徒が

乗ってこないなど、他のファシリテーターの対処の仕方を横

目に見ながら解決の糸口を模索する。これこそが、「旅する

ムサビ」が学生達を大きく成長させている理由であろう。実

践を通じて、よりよい授業を追求する。自分たちが最も自信

のもてるジャンルで、作品を前に児童生徒との対話を通じて、

自身の制作をも振り返りながら学び取っていく。閉じられた

大学という枠の中だけではとてもできない貴重な体験である。

回を追うごとに、ファシリテーターとしての力が身に付い

ていっていることがよく分かる。特に、ある学生は人前で話

すことが苦手だったのだが、生徒たち一人ひとりの表情をよ

く観察しながら、時にはすぐ近くまで近寄り発言を引き出そ

うと必死であった。今回の活動が終わった後、この学生がは

にかみながら、「教職を取って良かったです」と口にした言

葉が今も忘れられない。

１クラスの鑑賞が終わって生徒たちが引き上げた10分間の

短い休憩時間の間も、体育館の片隅に毎回全員が集合し、リ

ーダーによってミーティングが行われ、気がついたことをそ

の都度確認し合って共有している。目立たない地道な取組で

あるが、自分では気づかないこと、全員が知っておかなけれ

ばならないことなどをしっかり確認し合う時間をもつことは

大切である。

武蔵美の学生の作品の中に、小品ではあるがペンでたくさ

んの人物をドローイングしたものがあった。生徒達は、その

作品の前に群がり、何が描かれているかを知ろうと食い入る

ように見つめている（右写真）。私もつられて一緒に覗き込

んだ。このようにして４限目のクラスも予定通り終わったが、

午前中の２クラスは、反応が良かったので学生たちは手応え

を感じていた。

右写真の左端に、視察に来られた文部科学省教科調査官

東良氏の姿が見られる。県の教育委員会が主導して実現した

今回の取組を、鑑賞教育のスタイルの一つとして全国で進め

て行きたいとの考えをもっておられるとのことであり、生徒
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たちの様子を熱心にビデオに収められていた。また、前指導

主事の吉田校長（右写真一番左）の姿も見ることができ、今

回の取組への関心の高さがうかがわれる。

午後の５・６限は、奈良県教育委員会の週報にも登載され

公開授業となったので、県内の小中学校の美術の先生方の姿

も多く見られる。

ところが、周りを多くの先生方に囲まれた中学生たちの表

情が一変に硬くなってしまった。ファシリテーター役の学生

たちに試練が訪れた。元々シャイな田舎の中学生たちは、な

かなか口を開かない。困った学生たちの顔があちこちで見ら

れる。「みんな発言してくれないので、どうしたらよいでし

ょうか。」と休憩時間に相談に来た学生がいた。「本来の中学

生の姿だから、焦らずじっくり進めたら」とアドバイスする

が、反応がないのが一番難しい。

しかし、学生たちは必死になって対応しようとしていた。

今までよりも、もっと近くに寄って、生徒たちの蚊の泣くよ

うな声を聞き逃すまいと耳を近くに寄せ、何とかしようと必

死である。うまくいかない時こそが、様々な工夫を引き出す

チャンスでもある。

終了後、会議室で全体交流会が開かれた。参観されたある

中学校の先生から、生徒からの発言が少なかったことへの指

摘がなされた。その時、三澤先生から担当の北山先生へ「普

段の生徒達の様子と、先ほどの授業での様子に違いはありま

したか。」と質問され、「生徒たちは、普段から発言が少なく、

今回は、口には出さないが必死に考えている様子を見ることができ、とても嬉しかった。」と答えら

れた。見ること、そしてそれを基に考えることが、この鑑賞では重要であり、この感想がそれを物語

っているように感じた。

全体交流会では、残念ながら武蔵美の学生たちは作品搬出

の手続きのため不参加であったが、本学の学生５名が参加し、

今回の体験を通して感じたことを一人ひとりが発表した。そ

のときの学生達のしっかりとした発言内容に、参加された先

生方から驚きの表情を見ることができた。三澤先生からは、

「２年間でこれだけ成長することができるのですね」という

言葉をいただき大変嬉しかった。

最後に、三澤先生から個人と社会の関係性についての講義

があり、今回の活動と絡めながら話された先進的な考え方に

頷く姿があちこちで見られた。

夕方からは、奈良市内で親睦会が催された。文科省教科調

査官も参加され、主催者の奈図美研や県教委、小中学校教員、

大学教員、大学生との間で交流が図られ、盛会のうちに「旅するムサビ」は終わった。
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(3) 学校訪問での共同授業による成果と課題

ア 広報及び報道関係

今回、学内の広報部が積極的に取材してくれたことが何より嬉しかった。本学で行われた事前打ち

合わせから始まり、二つの小中学校での二日間にわたる取材は、学生達にとっても良い励みになった。

そして、来年度より大学案内に教職課程のページが増設されることになったことも喜びである。

下は、朝日新聞奈良版（平成26年２月２日付）に掲載された記事で、「旅するムサビ」と共同授業

した二日目の榛原中学校での様子である。

後に、取材していただいた新聞記者の粟田さんから、自分でもこれほど大きく扱えるとは思ってい

なかったということで、今の時代に取り上げたいものとして音楽や美術などの芸術に関する活動があ

るが、今回はその中の一つだったということを聞くことができた。

イ 参加した学生達の感想より

今回の武蔵美とのコラボでは、実際に児童生徒相手に授業するという貴重な体験ができた。本番だ

からこそ本気が出させる。また、準備段階での学内での模擬授業も真剣さが違った。

次に、参加した６名の学生の感想を掲載するが、概ねこの鑑賞授業での手応えを感じた内容になっ

ている。しかし、一人の学生が述べているように、あまり形式にとらわれすぎず鑑賞者の状態や状況

に応じて最も効果的な方法を常に検討する必要もあると感じた。
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○ 今回の体験を通してして学んだことが２つある。１つ目は「生徒あっての授業』だということ
だ。普段の教職の授業では、相手は大学生で何の支障もなく時間通りに授業することができる。
しかし実際はそうではなく、一言で「中学生」と言っても素直な生徒から恥ずかしがりの生徒、
授業自体に興味・関心をもたない生徒など様々な生徒がいる、そんな中で普段の授業の様なワン
パターンな進め方では到底生徒の関心を引くことはできなかった。こちらから質問しても大半は
帰ってこずに沈黙が生まれ、そこから焦りが生まれペースを乱し生徒の関心を引けないまま授業
が終わってしまうということが何度かあった。最初は緊張や見栄などから本来の授業形態を忘れ
ていたが、様々な生徒と触れ合うことにより気が付くことができた。この授業は生徒が参加し自
分の思いや発想を発言することによって初めて成立する、ファシリテーターがどんなに優秀であ
っても生徒が授業にいなければ何の意味もないと改めて気付いた。
２つ目は、価値観の違いと共有だ。今回は関東圈のムサビと関西圈の奈良芸がそれぞれ作品を

持参し、互いの作品に様々な意見を抱き、それと同じように榛原中の生徒も様々な思いや感情を
抱いた。それらの思いや価値観は、鑑賞授業によって大勢の人数と共有しそこから新たな発想や
構想を生み出すきっかけをそれらは作り出していた。また、授業の中だけではなく私たち学生に
もそれらの共有は確実に私たちに新たな発想を与えてくれたと思う。
以上のことから今回の榛原中学校での鑑賞授業は生徒や教師、作者やファシリテーターなど枠

を超えて意見を共有でき、また他大学とのコラボレーションにより私たち学生も含め良い経験が
できたと誇りに思う。今後も、改善を加えより良い経験を生徒たちに与えられれば光栄であると
思う。
○ 対話による鑑賞授業を小中学校で実際に行ってみて、発言への参加に関しては各発達段階や個
々人によって違うが、どの児童生徒も実物の作品を前にして興味をもって個々に感じ、考え、そ
して作者の意見を聞いていた。一方で、鑑賞途中で作品から意識が離れる児童生徒も少なからず
見られ、いかにして鑑賞に引き込むかという点に苦心し、これは実際の教育現場においても共通
する重要な点と思った。
自分の作品に対して自由に発想して率直な意見が出たことで、自分が気にしていなかった点に

気づいたり、作品に対して新しい見解を持つことができ、また今回は武蔵野美術大学との共同授
業で、他の美術学生の作品を見る、更に交流することは非常に新鮮で楽しく、一美術学生として
も非常に意義深い経験となった。
「子どもたちの目を借りて作品鑑賞を楽しめばよい」と、三澤先生がおっしゃったことが心に残
り、授業前は不安等を抱えていたが、終わってみると難しい点もあったが私自身非常に楽しんで
鑑賞を終え、授業をする側にとっても面白いと感じた。
○ 小学生に授業をするのも鑑賞授業をするのも初めてで、どうなるか不安であったが、予想以上
にたくさんの反応が返ってきたこと、子どもならではの素直な意見を聞けたことは新鮮だった。
鑑賞授業の経験をできたことはもちろん、これからの作品づくりにも生かせる発言もあり、今回
この活動に参加できたことをうれしく思う。またこういった機会があれば参加したい。もっとも
っとたくさんの学校に広めていってほしい。
○ 対話による鑑賞授業を実践して思ったことは、普段のこの授業でファシリテーター役として実
践したことがあまり生かせなかったと感じたことだ。それは、相手が小学生や中学生であり、美
術作品に興味を示さなかったり、気恥ずかしかったり、自分の考えを言うことが苦手な生徒がい
たからだ。この場合、限られた時間内では発言はなかなか引き出せず、スムーズに行かないので、
この対話による鑑賞を実際に授業で行う場合は、ファシリテーター主導ではなく、子どもたちの
主体性に任せて、グループの中で子ども同士が意見を言い合い、それをまとめながら展開してい
った方がよいと感じた。「対話による鑑賞」のねらいは「作品を観察し、推測したことを自分自身
の言葉に置き換えることができる」「自分の思ったことを話すことで、自分なりの意味や価値観を
作り出せる」ことです。このねらいに立ち返って、授業の形態も考える必要があると思う。集団
の中で個人の内面性が引き出され、価値観や美意識が生まれるという三澤先生の言葉が印象的で
あった。
○ 武蔵美とのコラボレーション授業をする前は、うまくファシリテートできるかとても不安だっ
た。しかし、三澤先生の事前指導や訪問先の小中学校の皆さん方の歓迎により、非常に楽しくフ
ァシリテーターの役割をすることができた。気がついたことは、発言の有無にかかわらず、児童
生徒は真剣に鑑賞していることだった。鑑賞することによって作品の雰囲気や作者の意図を感じ
取ろうとしていたと思う。ファシリテーターは、そういった児童生徒が作品と対話しやすい環境
づくりをしなくてはならないと思った。
○ 今回の活動では、小中学校の児童生徒、武蔵美の学生とその作品から様々なことを学ばせてい
ただいた。作品を見つめる子どもたちから真剣に考えている表情や、発言したいけれど言えない
姿、学年やクラスによって違う様子を感じることができた。鑑賞することを楽しく思ってくれた
らなと思う。
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ウ 教職履修学生のネットワークづくり

全国の鑑賞教育の取組の中で、現在最も活発だと思われる武蔵野美術大学の「旅するムサビ」で、

教職を履修する学生達と交流できたことは大変意義深いものであった。また、全国の鑑賞教育の流れ

を肌で感じることができた。本学は、奈良県の中でも古い文化と素晴らしい自然に恵まれた環境の中

にあるが、ともすると閉鎖された状況をも生み出してしまう。日本では、関東地方から発信される情

報が芸術や文化の面でも先進的な役割を果たすことが多い。

「旅するムサビ」の素晴らしいところは、全国から集まって来た学生達が、先進的な文化に触れ、

それを各自の故郷に持ち帰り、それぞれの環境に応じてアレンジし深め広げていくしくみになってい

る点で、そして地方に戻った学生達が、勤め先の学校へ後輩達を招き、育ち合うことができる点であ

る。更に、その活動は学内に留まらず全国の学生や教職員とのネットワークに繋がっていく。

本学では、全校生徒の約１割が教員免許状取得を目指し教職課程を履修しているが、実際に教員に

なる学生は数人である。このような状況から、武蔵美のようにはいかなくても、現在行っている教育

実習事前事後指導である集中講義などに校外活動としてうまく組み入れ、今回「旅するムサビ」に参

加した学生達や、専攻科に進んだ学生達の協力も得ながら、先輩から後輩が高め合い受け継いでいけ

る仕組みづくりを行えたらと考えている。

４ おわりに

この研究を通じて、「対話による美術鑑賞」の仕方には様々な方法があり、いずれにおいてもどのよ

うにして対話をもつかが重要であることが分かった。そして、「対話」による学習方法や教授方法は、

あらゆる教育活動の場においても有効な手段であろうと思われる。

今回の「旅するムサビ」とのコラボでは、武蔵野美術大学生との共同授業、県内小中学校の児童生

徒・教員との交流、新しい鑑賞授業の理解など、数え切れないほどの収穫があった。来年度は、奈良

県吉野地区での実施も実現しそうである。これらの機会を通じて、本学の学生たちが最も苦手として

いるコミュニケーション力やプレゼンテーション力の向上を願っている。

本学の教職を履修する学生はもとより、卒業生や将来入学する学生達が共通の目標と目的をもって

行動する仕組みづくり、それは作品のようにはっきりとした形にはならないが一つの共同制作といえ

るのではないだろうか。
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